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策定にあたって

広島高速道路公社
理事長

広島高速道路公社は、１９９７年（平成９年）６月に設立されて以降、国土交通大臣の許可を得た５路

線・全体延長２９ｋｍのうち高速１号線から４号線の延長２５ｋｍを供用し、これらの供用路線は、多く

の皆様にご利用される広島都市圏になくてはならない交通インフラとなっています。

現在、「公社ガバナンスの強化」・「将来を見据えた組織づくり」・「職員が幸せを感じる職場環境の

整備」の３つの方向性に基づき公社改革を進めるとともに、供用路線の安全性・走行性を高める取組や老

朽化対策、そして、高速５号線の早期完成に向け安全・安心を第一として工事を推進しております。

こうした中、広島都市圏では、令和５年に供用した国道２号東広島・安芸バイパスをはじめ、明神高架

橋や広島呉道路の４車線化など、道路ネットワークの整備が着実に進展していることに加え、広島都心部

の再開発等も進行しており、道路の交通需要の増大が見込まれる状況です。

さて、社会情勢を見渡すと、人口の減少や建設・交通・運輸関係産業における人材不足の深刻化、激甚

化・頻発化する自然災害への対応が喫緊の課題となっており、こうした社会的課題を解決するためにも、

高速性と定時性を備えた高速道路ネットワークの重要性はますます高まっています。

このような公社を取り巻く環境の変化を踏まえ、広島高速道路が広島都市圏の発展をけん引する重要な

インフラとしてその役割を担っていくため、有料道路事業者としてサービス水準の質向上や更なる高速道

路ネットワークの充実強化を図るとともに、進化するDX技術を積極的に活用しつつ、これまで進めてきた

公社改革を新たに「第２ステージ」として展開し、引き続き組織の基盤強化を進めたいと考えています。

以上の考えのもと、新たな中期経営計画（2025-2028）を策定しました。高速５号線につきましては、

本計画期間内での早期供用を目指しており、また、２０２７年（令和９年）６月には公社設立３０周年を

迎えます。こうした節目を契機とし、本計画期間は、みなさまに広島高速道路の利便性を広く知っていた

だき、広島高速道路の存在感を高めていく４年間といたします。

今後とも、広島高速道路が活力とにぎわいのある広島都市圏の発展に貢献できるよう、職員一丸となっ

て本計画を推進してまいります。
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広島高速道路公社について
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広島高速道路のあゆみ
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中期経営計画の位置づけ
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前中期経営計画（２０２１－２０２４）の振り返り
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公社を取り巻く外部環境の変化①

（※1） 参考 国土幹線道路部会（R3.8.4）中間答申「更新・進化のための改革の方向性」 国土形成計画（R5.7.28）
国土幹線道路部会（R5.10.31）「高規格道路ネットワークのあり方 中間とりまとめ」

（※2）「グリーントランスフォーメーション」（Green Transformation）の略。化石エネルギー中心の産業構造・社会構
造をクリーンエネルギー中心へ転換すること。（経済産業省「GX実現に向けた基本方針」より引用）


